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事
ト
マ
ス
の
共
同
蜂
思
想

第
四
十
九
巻

丹、

丹、

第
四
抗

ノ、

O 

基里

の
共
同
樫
思
想

ト

守'

ス
-

1

特

正

義

つ

L 、

津;

崎

堅

造

塾
ト
マ

λ

の
共
同
睦
息
想

聖
ト
マ
ス
ー
の
共
同
牒
思
想
に
つ
い
て
は
、
従
来
そ
の
構
成
の
聡
か
ら
し
て
職
分
共
同
慌
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
る
。
帥
ち
部

分
は
全
般
の
一
部
と
し
て
そ
の
分
に
肱
じ
て
職
能
を
充
し
、
且
つ
相
互
に
聯
繋
し
て
柿
是
し
合
ふ
闘
係
を
持
っ
た
、
全
世
と
し
て
秩

序
あ
る
有
機
的
た
集
閣
で
あ
る
。

か
L

る
共
同
惜
に
つ
い
て
ト
7

ス
は
、
態
椋
に
従
っ
て
、
犬
山
田
凹
つ
の
段
階
に
分
け
て
ゐ
る
。

川
、
人
髄
。
人
憾
の
共
同
開
的
待
遇
に
つ
い
て
は
.
か
の
聖
バ
咋
ロ
の
言
葉
「
悌
は
一
肢
よ
り
成
ら
や
多
く
の
肢
よ
り
成
る
た
り
、

足
も
し
我
は
手
に
あ
ら
ぬ
故
に
酬
聞
に
属
せ
宇
と
云
ふ
と
も
之
に
よ
り
て
憾
に
嵐
せ
ね
に
あ
ら
占
y
c

耳
も
し
我
は
限
に
あ
ら
ぬ
故
に
鰐

に
屈
せ
や
と
云
ふ
と
も
、
之
に
よ
り
て
剛
院
に
廃
せ
ね
に
あ
ら
や
。
も
し
全
身
限
友
ら
ぽ
部
く
と
こ
ろ
何
れ
か
。
も
し
全
身
聡
〈
所
左

ら
ば
臭
ぐ
と
こ
ろ
何
れ
か
。
げ
に
紳
は
御
意
の
ま
L

に
肢
を
各
々
慌
に
置
占
有
給
へ
り
。
も
し
み
た
一
肢
た
ら
ば
鰐
は
何
れ
か
。
げ
に

肢
は
多
〈
あ
れ
ど
鰐
は
一
つ
な
れ
」
と
云
ふ
こ
と
に
よ
っ
て
一
段
・
一
機
闘
と
難
も
如
何
に
全
慌
性
と
連
閥
性
と
を
持
っ
か
を
強
調

し
、
左
ほ
「
憾
の
中
に
て
最
も
弱
し
と
見
ゆ
る
肢
は
反
っ
て
必
要
な
り
。
憾
の
う
ち
に
で
曾
か
ら
や
と
思
は
る
L

所
に
物
を
纏
ひ
て

殊
に
之
を
牟
ぷ
。

神
は
劣
れ
る
所
に
殊
に
隼
柴
を
加
へ
て
人
の
開
を
調
和
し
給
へ
打
。

肢
L
R

一一致

と
れ
岡
田
の
中
に
分
等
友
〈
、

St. Thomas， 12:25-74 ナポりに近〈貴族の家に生れ. 1:ま:ドさ=ヨ歌聞に入
ト巴盟大事に耐塾教授とな p、伊太利に蹄へ!Ji段皇の補佐として数制の改
革 l亡力を議した。 '323年に列車された。被白書士義は 1879年のレオ十三世の明
勅以来特に重視され、 '9'4年及1!118年四謄代数皇の阿勅に J:~ ;カトリック教
義の準事まとされ、今日に及んでゐる。



し
て
互
に
相
顧
み
ん
た
め
た
り
。

つ
の
肢
苦
し
ま
げ
諸
々
の
肢
と
も
に
背
し
み
、

つ
の
肢
等
ば
れ
た
ば
諸
々
の
肢
と
も
に

も

し

車
寸
ぷ
友
旬
」

に
よ
っ
で
、
共
同
鰐
と
一
志
ふ
も
の
は
弱
き
荷
を
殊
更
に
問
み
助
け
る
も
の
で
る
る
。
即
ち
愛
に
上
っ
て
真
に
生
か
し
め

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

か
〈
て
人
館
は
共
同
慌
の
締
法
と
作
用
と
を
見
る
た
め
の
最

と
の
思
想
を
ト
マ
ス
は
そ
の
ま
L
受
け
継
い
だ
。

も
手
近
か
た
最
も
具
備
的
日
つ
此
(
湘
一
的
た
も
の
で
あ
る
。

州
刷
、
家
旗
。

人
聞
と
人
間
と
に
よ
っ
て
枇
合
的
左
側
係
を
作
る
と
な
れ
ば
、

ネ
一
の
最
初
の
共
同
鴨
友
る
も
の
は
家
族
で
あ
る
。
出
夜

族
の
最
も
初
め
に
し
で

E
つ
中
心
的
友
も
の
は
夫
様
で
あ
る
。
夫
婦
は
結
婚
に
上
つ
で
結
ぼ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
結
婚
は
二
人
の
男

匂

-
女
が
結
合
さ
れ
て
一
般
と
な
h

町
、
共
同
し
て
一
つ
の
生
前
伊
一
楼
む
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
「
夫
は
安
の
首
」
と
一
五
ふ
秩
序

が
あ
る
と
共
に
、

紋
け
た
る
右
術
ひ
合
ふ
愛
の
問
問
係
が
あ
る
。

そ
し
て
結
婚
は
信
仰
の
同
一
と
え
ふ
と
と
が
極
め
て
大
切
皮
保
刊
で

る
る
。

日除
ftf'f 
l土

111) 
と

ロ.l品、

め
ら
;jL. 
1;( 

L 、"。
荒
し
生
け
る
共
同
様
に
分
離
が
る
り
得
た
い
か
ら
で
あ
る
。

+
引
に
家
族
の
構
成
忙

は
、
親
・
子
の
闘
係
が
現
は
れ
る
。

ま
た
い
k

・
侠
の
闘
係
が
現
は
れ
る
。

こ
れ
ら
縦
の
闘
係
と
先
き
の
出
恨
の
閥
係
と
を
含
ん
で
家
族

友
る
共
同
髄
は
紘
侍
さ
れ
且
つ
運
行
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ト
7

ス
は
人
聞
は
木
来
「
枇
合
的
且
つ
政
治
的
動
物
」

(
2
E
S
P
-
3
5
一om
-
-
x
L
E
E
-
)
で
あ
る
と
一
去
っ
た
が
、
と
れ
は

明
か
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
司
之
さ
ぶ
で
九
日
も
。
で
か
ら
出
た
の
で
あ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
此
の
一
首
葉
の
意
義
に
つ
い
て
は
色
々

議
論
も
あ
る
が
、
と
に
角
彼
は
「
岡
家
」
(
尚
一
年
円
)
を
共
同
慌
の
究
極
的
左
も
の
と
し
か
。
併
し
そ
の
「
同
家
」
が
比
較
的
小
さ
を
常
時

の
都
市
圏
家
を
指
し
た
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
れ
は
勿
論
政
治
的
と
一
云
ふ
意
味
は
あ
っ
た
が
、
友
ほ
よ
り
枇
合
的
と
云
ふ
意
味
が

mw
、
国
家
。

含
ま
れ
た
も
の
で

b
る。

ト
マ
ス
の
相
場
合
に
は
、

そ
し
て
戎
ひ
は
「
共
同
健
」

(RSEE)
と
云
は
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
が
更

理
ト
マ
ス
の
共
同
時
一
思
想

t
F
四
競

第
四
十
九
巻

ム/、

i¥. 
九
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事
ト
マ
ス
の
共
同
蝉
思
想

第
四
十
九
巻

九
O 

ムノ、

第
四
擁

に
「
都
市
的
」
(
。

E5)
友
意
味
が
加
へ
ら
れ
、
強
調
さ
れ
た
。

か
L

る
意
味
で
の
ト
マ
ス
の
園
家
又
は
都
市
に
つ
い
て
彼
は
詳
し
く
そ
の
政
組
、
統
治
者
の
構
力
、
義
務
、
報
酬
更
に
は
人
民
の

側
の
様
利
、
義
務
に
つ
い
て
遁
べ
た
と
と
が
あ
る
。
殊
に
都
市
の
行
政
L
C
一
治
友
人
の
問
題
に
特
に
闘
心
を
持
っ
た
こ
と
は
、
彼
の
閥

家
視
を
見
る
た
め
に
主
要
注
と
と
L
忠
ふ
。

〔
詑
〕
卜

γ
x
の

F

いし掲↓
J

枇
A
W
的
H
7
政
治
的
L
t
い
-
ご
出
禁
は
、
被
山
一
「
羽
ム
ム
統
的
論
」
に
現
は
れ
た
も
の
だ
が
、
百
人
に
同
様
な
ア
リ
ス
ト
す
レ
一
ハ
の
ヰ
一
日

葉
に
劃
し
て
、
そ
の
「
政
治
製
」
の
註
解
に
於
て
は

E-自
己
口
色
"
と
一
五
つ
て
ゐ
る

D

こ
れ
に
よ
っ
て
ト
マ
ス
が
プ
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
真
意
に
近
か
ら
ん

と
し
、
日
つ
白
、
b

の
周
問
の
事
情
に
遁
合
せ
ん
と
し
て
、
特
に
枇
合
的
・
都
市
的
に
用
ひ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
ほ
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の

g
P
2
tモ
も

。

英
諜

(
H
t
E
編
い
『
。
君
。
=
謬
)
で
は
日
王
国
内
固
め
払
E

と
あ
る
け
れ
r
も
、
伯
林
事
士
院
版
会
集
第
一
一
一
巻
の
経
典
課
で
は
己
2
r
(
E
M
E
己
)
と
な
っ
て
ゐ
る
。

ま
た
「
-
一
コ
マ
コ
ス
倫
理
畢
」
に
於
け
る
同
様
な
言
葉

g
t
2
R
K
P
-
E
E刊
に
ワ
い
て
は
英
詩

2
Z
E
課
)
で
も
『
ο司
巳

-
r
m
g
E司
と
な
っ
て
ゐ

o

n

9

0

 

る
し
、
上
掲
羅
典
課
で
は

E
2
0
2
5
2
5
己主
]EU14高
間
諜
で
は
明
か
に
「
組
合
肱
コ
と
な
う
て
ゐ
る
。
な
ほ
「
政
治
国
中
」
の
場
合
で
も
「
岡
山
単
一
枇
舎
凧
」
と

聾
し
た
場
合
が
あ
る
。
要
之
、
ァ
P
ス
ト
テ
レ
ス
で
さ
へ
「
凶
家
」
止
は
都
市
的
・
社
合
的
な
面
が
彊
品
目
ノ
た
と
云
ふ
こ
と
を
示
し
た
い
。
散
に
ト
マ
ス

に
於
て
は
一
一
居
そ
の
傾
向
が
強
か
っ
た
と
一
五
ふ
こ
と
が
由
来
よ
う
。

川
問
、
教
曾
。
教
舎
は
園
家
を
超
え
た
共
同
剛
胆
で
あ
る
。
教
曾
は
勿
論
秩
序
の
圏
鎚
で
は
あ
る
が
、
本
来
愛
を
去
と
す
る
も
の
で
る

る
。
園
家
は
そ
れ
に
封
し
て
、
秩
序
又
は
模
力
の
圏
剛
胆
で
あ
る
。
そ
の
使
命
は
共
同
慌
の
外
的
保
護
ま
た
は
障
害
の
除
去
と
い
ふ
こ

と
に
あ
る
。
従
っ
て
大
腿
消
極
的
た
方
面
を
捨
常
す
る
も
の
で
あ
る
。
教
舎
は
そ
れ
に
勤
し
て
は
よ
り
内
面
的
反
精
紳
の
高
拐
、
善

意
の
薦
め
と
云
ふ
積
極
的
友
方
面
を
権
首
す
る
も
の
で
あ
る
。
か
ミ
る
園
家
と
教
曾
と
の
職
分
の
相
異
は
自
ら
地
位
の
上
下
と
も
た

る。

と
の
雨
者
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
彼
は
色
々
の
例
を
率
げ
て
ゐ
る
が
、
例
へ
ば
舶
長
と
機
闘
H
X
と
の
如
〈
前
者
は
目
的
の
港
を

目
指
す
も
の
、
後
者
は
現
下
の
還
時
に
注
意
を
そ
a
A

ぐ
も
の
で
あ
る
。
ま
た
一
般
の
職
業
に
し
て
見
れ
ば
、
航
行
、
理
性
の
指
導
、

De Teg-imlne principnm ad regem Cypri 1， 1， Mandonnet， r. p. 313・上回博
士課J翠トマス粧隣接」二六一頁。 9) Aristotelis Opera， Academia Regla 
Borussica r831， v. 11， p. 1253 a z，lPolitikon A 原文の1:l..o 10) Op. cit. 
12月2h:;1 f. 1I) 上田博士、「翠トマスに於ける職分制台二思想白研究J商
畢研究ニ銃三四二頁参照。 口) De regimine pri，ncipiu旧〈上l司博士課キ
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死
後
の
浮
隔
に
閲
す
る
準
備
を
計
る
水
夫
、
筆
者
、
数
育
案
、
宗
教
家
に
封
し
て
、
修
繕
、
警
療
.
生
活
資
料
の
充
足
を
計
る
大
工
、

警
者
、
経
精
製
者
が
あ
る
如
く
、
要
す
る
に
一
方
は
積
桜
的
た
使
命
を
持
つ
も
の
、
他
方
は
消
桜
的
友
使
命
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

か
ぐ
て
積
極
的
友
使
命
を
持
つ
教
舎
の
主
は
、
消
極
的
な
使
命
を
持
つ
園
家
の
統
治
者
よ
り
も
上
位
に
あ
る
。
日
〈
「
基
督
教
的
人

民
の
王
は
ず
ぺ
て
恰
も
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
共
人
に
叫
劃
す
る
如
く
、
彼
(
数
皐
)
に
服
従
し
友
け
れ
ば
な
ら
た
い
」
と
。
か
〈
て
羅
馬

教
皇
は
、
欧
州
諸
闘
の
諸
王
の
上
に
教
権
を
扱
ふ
と
と
が
是
認
さ
れ
た
。
か
〈
て
ト
マ
ス
に
於
て
は
数
舎
が
あ
ら
ゆ
る
共
同
惜
の
究

極
的
な
も
の
と
な
っ
た
。
蓋
し
数
舎
の
共
同
開
性
に
つ
い
て
は
再
び
聖
バ
ウ
ロ
の

「
我
ら
も
多
〈
あ
れ
い
と
甘
曜
日
併
に
あ
り
て
一
つ
剛
聞
に

し
て
各
人
互
に
肢
た
る
た
り
。
我
ら
が
布
て
る
賜
物
は
待
々
凶
(
へ
ら
れ
し
恩
返
に
よ
り
て
具
る
故
に
、
或
は
預
一
一
日
あ
ら
ば
信
仰
の
最

日
従
H
M

て
相
川
二
一
-
阿
佐
止
な
し
、
戒
は
貯
は
あ
ら
ば
践
を
な
し
、
球
日
救
を
な
す
仔
は
救
を
な
し
、
必
は
枇
を
な
す
符
は
湖
を
注
し
、
施
ず
北
市

は
を
し
み
左
〈
施
し
、
治
む
る
荷
は
心
を
議
し
て
治
め
、
憐
側
を
た
ず
者
は
喜
び
て
憐
側
を
な
す
べ
し
一
」
と
云
ふ
信
仰
に
基
く
秩
序

と
愛
の
共
同
躍
が
出
現
す
る
。
か
く
て
使
徒
透
が
「
信
じ
た
る
者
は
み
な
倦
に
居
り
て
諸
般
の
物
を
共
に
し
、
資
産
と
所
有
と
を
費

日
々
心
を
一
つ
に
し
で
弛
み
泣
く
宮
に
居
り
、
家
に
て
パ
ン
を
さ
き
、
放
事
と
民
心
と
を
も
て

川
日

食
事
を
注
し
、
品
川
を
讃
美
し
で
一
般
の
川
町
に
悦
ば
る
」
る
生
活
の
共
同
、
式
は
ゆ
る
袋
餐
の
枇
曾
が
出
現
す
る
。
査
し
こ
れ
が
共
同

り
各
人
の
用
に
従
ひ
て
分
け
興
へ
、

鴨
の
毘
(
の
現
怨
態
で
あ
ら
う
。

併
し
ト
マ
ス
は
現
賓
の
数
舎
を
見
て
、

そ
の
ま
L
是
認
し
た
の
己
た
い
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
た
い
。
十
三
世
紀
の
教
舎
は
既
に
制
度

的
に
も
精
一
川
的
に
も
岡
刻
化
し
墜
落
し
て
ゐ
た
の
で
、
種
々
な
る
革
新
運
動
が
行
は
れ
た
。
そ
の
巾
殊
に
著
し
か
っ
た
の
は
新
し
い

教
園
の
幾
生
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
つ
は
伊
太
利
ブ
ラ
ン
チ
ヱ
ス
コ
の
創
め
た
「
小
児
弟
関
j

一
、
他
は
閏
肌
牙
ド
ミ
ニ
コ
の

「
説
教
者
兄

卑
ト
マ
ス
の
共
同
値
思
想

第
四
披

第
四
十
九
巻

プミ

ι 

プルス闘主に上り君主の統治を論んγる番)r主主Zトマス経済皐」二五七頁以下。
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U
Z
ト
マ
ス
の
共
同
開
思
想

第
凶
十
九
巻

二九

第
四
就

ノ、

l叫

弟
圏
」

で
あ
っ
た
。

共
に
清
貧
と
説
教
と
を
似
て
数
人
町
口
の
中
に
司
へ
ん
と
し
た
が
、

前
者
は
比
較
的
に
感
情
を
芹
ん
じ
帥
秘
的
傾
向

kr-
ー
上
司
コ
こ

1

、

サ
A

明
石
令

T
J
ゅ

r・
B

後
者
は
用
性
を
章
一
ん
じ
、

修
問
時
で
研
究
に
力
を
叫
い
い
だ
。

ト
マ
ス
は
一
一
」
問
問
年
械
の
一
一
十
歳
の
頃
こ
の
ド
ミ
二
一

教
闘
に
加
入
し
た
。

そ
れ
か
ら
ケ
ル
ン
修
院
に
慰
ぴ
巴
早
一
大
事
に
教
授
と
左
り
伊
大
利
に
射
つ
て
は
秋
山
r
り
術
供
B

と
し
て
峨
制
の
一
改

早
亡

J
5
1
L
i

-
-
益
ブ

7

而
も
去
の
川
似
の
生
川
は
ら
一
ノ
¥
数
閑
の
中
に
、

数
閣
を
中
心

粧
の
名
持
は
wM
時
品
川
ぶ
も
の
な
き
れ
阪
で
め
っ
た
。

d

E

L

a

j

陥

〉

:

1

3

h

〉

1
c
t
て
川
仁
川
B

ま
わ
す
山
も
尻
町
寸
司
法
/
〈

FE叱
!

ト

3
F

制
カ
F

l

:
|
〉

L

K

-
〔

-ei
町

市

}

!

、

1

沼町間
r
t

外
が
を
L
U
4ユ
イ
れ
わ
rvi

は

紋
の
生
料
も
山
山
加
山
も
払
川
ん
ど
あ
り
得
た

か
っ
た
と
云
つ
で
も
よ
い
。
彼
が
晩
年
に
乱
紅
白
玉
か
九
ナ
ポ
リ
の
大
司
毅
に
任
命
さ
れ
ん
と
し
た
と
き
、
涙
を
以
て
非
協
し
、
終
生
一

介
の
乞
食
僧
閣
の
一
人
と
し
て
終
ら
ん
乙
と
を
闘
っ
た
と
云
ふ
如
き

よ
〈
そ
の
聞
の
消
息
を
物
語
る
と
忠
ふ
。

此
の
数
闘
が
毅
合

の
寅
勢
力
と
な
り
、
官
時
の
欧
洲
諸
大
事
の
指
導
者
を
出
し
、

全
世
界
に
如
何
に
般
道
せ
ら
れ
た
か
を
見
る
友
ら
ば
、
彼
の
一
敦
曾
殊

に
教
園
が
る
ら
ゆ
る
意
味
に
於
て
共
同
憾
の
中
核
を
注
し
た
か
γ
肯
か
れ
る
と
広
ふ
。

(
註
)
ド
ミ
-
一
コ
歎
闘
に
属
す
る
修
院
は
欧
洲
の
主
要
都
市
に
は
殆
ん
E
建
設
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
薮
は
一
二
一
二
年
に
は
宍
O
、
一
ご
七
七
年
に
は

凶

O
四
、
二
一
一

o
一
一
一
年
に
は
五
八
一
一
、
女
修
院
は
一
二
七
七
年
に
は
五
O
、
二
二
O
三
年
に
は
一
四
九
。
修
道
士
の
歎
は
一
二
五
大
年
に
は
七
子
、

四

三
0
0
年
に
は
一
高
を
数
へ
た
。
以
て
如
何
に
大
な
る
勢
力
を
持
っ
た
か
ピ
わ
か
る
と
思
ふ
。

以

t
に
よ
っ
て
大
鰐
ト
マ
ス
が
共
同
館
と
し
て
採
る
も
の
を
、
そ
の
態
様
ま
た
は
構
成
の
劉
か
ら
血
事
げ
た
の
で
あ
る
が
、
か
ミ
る

共
同
醸
の
何
れ
も
が
買
に
生
け
る
存
在
と
し
て
賞
際
に
働
〈
の
は
、
そ
の
作
用
の
鮪
か
ら
観
ら
れ
・
な
け
れ
ば
な
ら
を
い
。

そ
れ
は
共

同
憶
が
秩
序
に
よ
っ
て
維
持
せ
ら
れ
、
愛
に
よ
っ
て
生
か
し
め
ら
れ
る
と
云
ふ
と
と
で
あ
る
。
そ
と
で
以
下
こ
れ
ら
の
瓢
に
つ
い
て

明
か
に
し
た
い
と
忠
ふ
の
で
る
る
が
、
ト
マ
ス
に
よ
れ
ば
大
鰐
そ
れ
は
ま
づ
義
と
愛
と
に
犬
別
さ
れ
、
そ
の
前
者
は
主
義
と
訟
と
に
、

後
者
は
仁
愛
と
紳
愛
(
又
は
恩
恵
)
と
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
此
等
の
種
類
は
ま
た
自
ら
段
階
を
友
す
の
で
あ
っ
て
、

前
者
が
直
接

ゴ

A. O. v. nJ， p. 539・ 19) fi;j国三郎氏課「二コ 7 コス倫理単一|二三頁。
向上、五七一頁註参照。 21) Reg. prin. 1， 1:4，邦諜三主三二頁。
ロマ書ロ:5-8. 23) 使徒行博2・44-47- 24) 5t. :Francesco 
(II82-1226)が口町年頃允許を受けた Orrlo-fratrl.lm min0f1.11J1. 25) St. 
Dominigo (口70-1221)が 1216年に認許を受けた Ordofratrutn praeヨicatoTumー
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的
・
具
閥
的
且
つ
特
殊
的
左
も
の
で
あ
っ
て
、
後
者
印
ち
よ
り
間
接
的
・
抽
象
的
且
つ
一
般
的
友
も
の

L
下
位
に
位
す
る
の
で
る
る
。

本
文
に
於
で
は
、
ま
づ
共
の
最
初
の
「
正
義
」
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
L
ず
る
。

一一
要
ト
?
ス
の
「
正
義
」
に
つ
い
て

引
い
町
、

L
 
一
止
義
の
意
義
。

ト
マ
ス
が
「
正
義
の
素
材
は
外
面
的
左
働
き
で
あ
る
」
と
云
っ
て
ゐ
る
の
は
十
分
に
注
意
し
左
け
れ
ば
左
ら

な
い
言
葉
で
あ
る
。

正
義
を
ぽ
、

成
い
意
味
に
と
っ
て
「
正
」
又
は
三
識
し
と
一
五
ふ
と
き
多
〈
は
精
一
判
的
左
徳
の
内
容
を
な
す
様
に
忠
は

れ
る
が
、

併
し
と
t
h

で
云
ふ
正
義
は
か
h
h

る
内
而
的
左
徳
を
意
味
す
る
の
で
友
く
、

そ
れ
が
「
外
「
間
的
な
働
苛
」
と
し
て
現
は
れ
た
も

、、

従
っ
て
「
こ
の
働
者
可
及
び
そ
れ
に
よ
勺
亡
伐
々
が
利
川
ず
る
所
の
も
の
が
、

q司

て
院
し
み
ご
川
合
に
白
か
れ
る
と
一
石
ふ
と
と
じ

:

ー

;
i
i
E
F
-
-
μ
b
l
-
f
J

清
々
オ
問
問
併
せ

L
F一
ら
れ
ず
叩
他
人
に
蛍

L

の
で
あ
る
。

ぜ
あ
る
。
そ
の
他
人
に
針
し
て
「
正
し
き
割
合
に
山
ぜ
か
れ
る
L

L

」
一
五
ふ
こ
と
は
町
ま
た

「
各
人
に
と
っ
て
均
等
の
割
合
に
於
て
蹄
局
せ
し
め
ら
れ
る
」
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
ま
た
要
す
る
に
「
正
義
の
固
有
の
行
震
と
は
、

ね

各
人
に
彼
の
も
の
を
返
へ
す
こ
と
に
外
友
ら
友
い
-
と
。
併
じ
乙
れ
に
反
針
友
る
設
と
し
て
ア
寸
グ
ス
チ
ヌ
ス
の

る
人
を
救
ふ
こ
と
で
あ
ふ
」
。

「
疋
義
は
不
幸
左

邸
ち
自
己
に
属
す
る
も
の
を
自
己
に
腕
す
る
と
と
で
は
友
〈
、

相

ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
師
ア
ム
プ
ロ
シ
ウ
ス
の

(
苧
ろ
我
々
に
岡
崎
す
る
も
の
を
他
人
に

施
す
こ
と
で
あ
る
と
い
ふ
。
併
し
ト
マ
ス
は
、

れ
IF. 
義
た「
り:1-1)1子、
」入、
とに、
云彼、
よ‘ q)、
iよ物、
iE そ、
を興、
引 へ 、

し 他
人
の
物

を
要
せ
や
、
公
共
の
何
本
を
守
ら
ん
が
た
め
、
自
己
の
利
ハ
位
を
顧
み
ざ
る
も
の
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
正
義
と
そ
は
何
よ
り
も
究
磁
的
た
徳
で
あ
る
」
「
翠
に
自
分
内
身
に
就
て
に
止
ま
ら
な
い
が
故
に
そ
れ
は
究
極

的
・
な
の
で
る
&
」
等
に
よ
っ
て
、

ト
マ
ス
は
「
五
議
の
得
は
幕
本
的
な
徳
操
」
で
あ
っ
て
、

「
慈
悲
、

苦
施
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
徳

理
ト
マ
ス
の
共
同
樺
思
想

第
四
十
九
巻

ノ、

五

第
四
競

プb

更
t亡
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車
ト
マ
ス
の
共
同
世
思
想

第
四
十
九
谷

六一一六

第
四
時
都

1L 
四

操
の
如
き
若
干
の
他
の
第
二
吹
的
徳
燥
が
と
叫
に
附
加
さ
れ
る
」
と
一
古
ふ
こ
と
に
上
っ
て
明
か
に
、

こ
ー
ミ
に
一
エ
ム
正
義
は
か
t
A

旬。諮

善
と
一
五
ふ
如
き
倫
間
的
徳
燥
に
止
ま
ち
な
い
こ
と
を
示
す
。
即
ち
寧
ろ
外
的
作
別
で
あ
り
、
均
等
の
割
合
で
あ
る
と
す
る
。

ま
た
疋
義
が
「
各
人
に
各
人
の
も
の
を
返
へ
す
」
こ
と
で
る
る
と
一
瓦
ふ
と
と
に
つ
い
て
は
、
も
の
自
阻
聞
を
主
と
し
て
一
去
っ
て
ゐ
る
こ

と
を
注
意
し
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
。

正
義
は
、

γ

江
首
左
方
法
に
よ
っ
て
も
の
を
底
分
す
る
と
か
、
不
正
行
鴻
を
恨
む
と
か
↓
去
は
ピ
法

体
的
及
率
制
℃
は
た
く
で
、
山
耶
に
も
の
釘
慨
に
山
附
し
て

h

そ
れ
が
冶
る
べ
合
と
こ
ろ
に
仰
せ
し
め
る
と
云
ふ
と
と
が
合
立
れ

F

』ぬ

Tこ
揚
合と
K 0:> 

2出
目、に
己、つ
tコ、 ¥l、
も、て
の、 h
を、 亨ド
千号、 市主
Tζ、は
とア
云リ
L土ス
れ:n，ト
」 ラー

L〆

玉、

C') 

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

「
過
多
で
も
過
少
で
も
た
〈
、
ま
さ
に
本
来
の
も
の
そ
れ
自
身
が
興
へ
ら
れ

;'5 。

る
と
云
ふ
と
こ
み
か
ら
出
た
の
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
と
れ
は
桜
〈
経
済
的
友
表
現
を

こ
と
の
利
得
と
、
「
本
来
向
己
に
印
刷
す
る
よ
り
も
少
〈

用
ひ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
「
自
己
に
屈
す
る
も
の
上
り
も
よ
り
多
〈
を
得
る
」

、

、

相

こ
と
の
損
失
の
何
れ
戸
も
た
い
と
云
ふ
こ
と
を
そ
の
ま
L
引
附
し
て
ゐ
る
。

を
得
る
」

!
?
ス
日
〈
「
該
名
僻
(
損
・
益
)
は
一
花
来
賓
民

に
於
て
稿
へ
ら
れ
、
更
に
そ
れ
よ
り
五
義
が
闘
係
し
符
る
ナ
べ
て
の
事
柄
に
柿
開
削
さ
れ
る
に
至
。
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
各
人
に
彼

の
も
の
を
返
へ
す
と
云
ふ
と
と
も
亦
周
到
で
あ
る
」
と
。

(2) 

E
義
の
種
別
。
右
に
述
ぺ
た
五
義
は
、
正
又
は
義
一
般
に
つ
い

τ
、
と
れ
を
庚
〈
道
徳
的
・
法
律
的
危
部
面
ま
で
を
云
ふ
の

で
は
た
い
。

比
較
的
狭
〈
、
外
面
的
友
行
矯
叉
は
闘
係
で
あ
る
と
し
た
。

か
h
A

る
意
味
で
の
疋
義
は
、
更
に
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

一
つ
は
流
通
の
主
義

(
-
F
E
E
S
E
E
E
E
E
)、
他
は
配
分
の
五
義

(
E
V
E
-
E】

Z
E
E
E
)
で
あ

h
o

流
通
の
五
義
は
、
部
分
又
は
私
人
を
中
心
と
し
て
そ
れ
が
相
互
に
関
係
す
る
揚
合
の
主
義
で
あ
る
。

ト
マ
ス
日
く
「

つ
は
部
分

針
部
分
の
そ
れ
、
而
し
て
一
私
人
の
他
私
人
に
針
ナ
る
秩
序
は
と
れ
に
類
す
る
。
而
し
て
こ
の
秩
序
を
指
導
す
る
も
の
が
、
流
通
の

St. Ambrosius， 3.13 C~40ト397・ 34) De 0伍'0. C'p XXIV.上回博士、
連トマス経沸率一七O頁o 35) Eth. Niko. 1130 a.高岡欝二ニニ頁。
Sum. Theo. H， Jl， Q. 58 a.l1.芋[，諜一七一頁。 37} Eth. Niko.口 32
b 16-18. a~ 'Z"~ o[ a..'t"wJ.! yi.町 -ra:; "誕 aυrων(φa(1~Y) SXe:，ν 祁言軍二三八頁。
ibid.邦語二三七頁。 39) S. T. II， I!， Q. 58 a. 11.邦諜一七ニ頁。

33) 

36) 
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正
義
で
あ
る
。
而
し
て
そ
は
二
人
の
人
間
相
互
の
聞
に
交
互
的
に
左
さ
れ
る
諸
事
に
存
ず
弘
。
」
そ
し
て
多
〈
の
場
合
そ
れ
は
交
換

の
王
義
と
も
云
は
れ
る
。
そ

L
て
か
L

る
一
止
義
が
第
一
次
的
に
見
附
さ
れ
る
の
は
賓
買
に
於
て
ビ
る
ら
う
。
そ
と
に
於
て
は
「
物
を

物
に
均
等
た
ら
し
め
る
と
と
が
必
要
で
あ
る
。
甲
が
乙
の
物
に
つ
き
自
分
に
属
す
べ
き
よ
り
多
〈
を
取
る
反
ら
ば
、
そ
れ
だ
け
之
を

本
人
に
返
還
す
る
の
で
あ
る
」
と
。
ま
た
伺
絡
に
つ
い
て
も
、
そ
の
も
の
が
持
つ
疋
蛍
及
川
田
値
以
上
に
債
格
を
付
け
る
と
と
が
出
来

る
か
、

zc
云
ふ
問
に
針
し
て
、
一
」
買
貨
同
相
方
の
共
泊
の
利
盆
の
た
め
に
起
つ
犬
や
う
に
忠
は
れ
る
o
」
、
「
共
通
の
利
谷
の
た
め
に
創

め
ら
れ
た
も
の
は
、
他
方
に
比
し
て
一
方
に
よ
り
草
く
あ
っ
て
は
左
ら
な
い
。

契
約
は
物
の
均
等
に
従
っ
て
彼
等
の
間
に
取
結
ば
れ

ね
ば
な
ら
友
い
。
L

「
も
し
佑
ひ
(
情
格
)
が
物
の
値
引
(
伺
値
)
を
越
え
る
か
、
ま
た
そ
の
反
針
に
な
る
た
ら
ば
均
等
の
恒
義
は
裂
は
れ

3
 

4
 乙

」
門
れ
Y
」
も
「
一
方
の
得
、
他
方
の
ふ
へ
と
し
て
技
生
す
る
所
り
高
町
民
に
つ
い
て
は
司
例
へ
ば
或
人
が
戎
物
を
有
ぜ
ん
と
切
望
す
れ

H
F

」
他
の
入
、
し
れ
を
』
哨
愛
せ
ば
符
を
蒙
る
Y

こ
い
ふ
場
合
目
、
資
ら
る

ihも
の

fh仲
攻
ら
中
、
中
賀
子
が
資
波
し
よ
り
蒙
る
所
の
損
害
を
も

顧
慮
す
る
の
が
五
し
き
他
ひ
寸
あ
ら
う
。
か
く
て
或
る
も
の
は
村
主
に
針
し
て
値
す
る
以
上
に
費
ら
れ
ざ
る
限
り
、

ナ
る
よ
り
高
〈
賛
ら
る
h
h

も
市
営
で
あ
り
得
ょ
う
」
。
ま
た
買
慣
以

k
に
資
債
を
つ
け
る
と
と
は
不
営
在
り
や
と
云
ふ
問
に
つ
い
て
、

品

一
つ
は
人
間
の
生
前
に
と
っ
ザ
「
同
然
的
且
つ
必
然
的
」
左
も
の
在
、
利
得
b

獲
ん
た
め
の
貨
幣
の
交

そ
れ
町
鰐
他
ひ

ま
づ
交
換
に
は
一
一
穐
あ
っ
て
、

換
叉
は
物
を
貨
幣
と
交
捜
す
る
も
の
と
が
あ
る
。
前
者
の
場
合
は
勿
論
さ
し
支
へ
左
い
。
後
者
の
場
合
と
雄
も
利
得
が
必
要
又
は
道

義
的
目
的
に
首
て
ら
れ
内
場
合
は
さ
し
支
へ
な
い
。
従
っ
て
例
へ
ば
或
人
が
商
費
に
よ
っ
て
儲
け
た
遡
皮
の
利
得
を
そ
の
世
帯
の
支

持
と
か
貧
困
者
の
救
価
等
に
充
て
ら
れ
る
場
合
又
は
生
前
に
必
要
左
物
資
が
組
問
に
紋
け
る
と
と
友
い
様
に
公
共
の
利
従
の
た
め
に
日

商
買
を
友
す
も
の
、
印
ゆ
り
利
相
仰
を
日
的
と
し
友
い
で
寧
ろ
持
働
の
手
首
と
し
て
期
待
す
る
揚
合
に
は
五
蛍
で
あ
る
と
。
同
様
な
こ
yp-

一

型
ト
マ
ス
の
共
同
健
思
想

第
四
十
九
巻

六
一
一
七

第
四
披

ブじ
五
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連
ト
マ
ス
の
共
同
瞳
思
想

第
四
十
九
巻

九
ノ、

六
二
凡

第
四
銃

L立
東
』亡

利、
子、

に
ー三J

R〆、

ー亡

も
j韮
，、、ー

ら
話t
る

ι
品
五
=
、
ノ
、

判事

λ
サ
r
v
o

た
と
へ
ば
「
ウ
ズ
ラ
を
業
と
す
る
者
よ
り
何
あ
の
善
き
事
即
ち
自
己
或
は
他
人
の
困
窮
を

柿

ウ
ズ
ラ
の
下
に
融
通
を
受
け
る
こ
と
は
詐
さ
れ
る
」
と
。

突
に
配
分
の
正
義
に
つ
い
て
は
、

金
剛
胆
が
部
分
に
射
す
る
闘
係
に
於
で
あ
る
が
、

公
共
的
た
も
の
と
私
人
的
た
も
の
と
の
閥
係
に

於
て
も
見
ら
れ
る
。

か
L

る
部
分
や
個
人
の
地
位
に
よ
る
割
合
に
熔
じ
亡
、

公
共
的
諸
物
守
分
配
す
る
こ
と
に
闘
す
る
区
議
で
あ

る
。
併
し
も
し
以
義
司
般
の
従
連
が
一
!
各
人
の
も
の
を
彼
に
一
巡
ヘ
ナ
モ
ー
ム
、
あ
る
ι
な
ら
ば
、

~~. 

~" 
Lヂ
m 
る
て1

l土
/:t. 
v市

古h

J. 

!立:
i吋

せ
ら
れ
る
。
併
し
「
部
分
は
そ
も
そ
も
或
る
意
味
で
は
全
般
と
同
一
で
あ
る

D

従
っ
て
全
慨
に
屈
す
る
も
の
は
或
る
意
味
に
於
て
部

分
に
も
開
局
す
る
。
従
っ
て
公
共
的
資
財
よ
り
或
る
も
の
が
個
々
人
に
配
分
さ
れ
る
と
き
、
各
人
は
云
は

r
自
己
に
属
す
る
も
の
を
交

け
取
る
の
で
あ
弘
o
」
ま
た
と
の
配
分
の
正
義
は
、
草
に
配
分
す
る
側
(
統
治
者
)
に
の
み
あ
る
の
で
た
く
・

配
分
を
受
け
る
側
(
人
民
)
に

も
同
時
に
満
足
せ
し
む
べ
き
闘
係
で
あ
る
。
従
っ
て
矢
張
り
一
方
的
行
筋
で
は
な
い
、
相
方
的
で
あ
る
と
。
彼
の
と
の
正
義
が
比
較

的
よ
ぐ
示
さ
れ
る
の
は
、
財
産
論
に
闘
し
て
で
あ
る
。
「
外
的
諸
物
の
所
布
(
私
有
)
は
人
間
に
と
り
て
白
然
的
危
り
や
」
と
云
ふ
向
に

封
し
て
、
型
動
及
び
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
詮
一
一
討
に
よ
っ
て
と
れ
を
是
認
し
て
ゐ
る
が
、
そ
の
「
自
己
の
も
の
と
し
て
所
有
す
る
」
と
と

に
つ
き
、
そ
れ
が
「
管
理
並
に
経
営
の
構
能
」
(
哩

E
m
E
官
2
2
2忌
E
ι
官
官

E
E
S
に
関
ナ
る
限
り
許
さ
れ
る
が
、
そ
の
使
用
に
闘
し

て
は
、
自
己
の
た
め
に
で
友
〈
公
の
も
の
と
し
て
有
し
な
〈
て
は
友
ら
ね
。
何
と
怒
れ
ば
財
は
全
開
か
ら
附
興
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

か
ら
。
ま
た
自
然
法
に
よ
っ
て
諸
物
は
共
有
と
な
り
、
財
産
の
匝
別
は
本
来
無
い
の
だ
か
ら
。
従
っ
て
若
し
人
の

i

困
窮
が
緊
急
且

つ
明
白
で
あ
り
、
有
合
せ
の
物
資
を
以
て
眼
前
の
念
を
救
ふ
べ
き
こ
と
明
か
な
る
」
揚
合
に
は
、
「
人
は
獲
得
の
公
然
た
る
と
隠
密
た

る
と
を
問
は
や
、
他
人
の
も
の
を
以
て
自
己
の
困
窮
を
正
賞
に
救
ひ
得
る
ヤ
i
|所
謂
緊
急
権
の
問
題
が
解
答
さ
れ
た
。

S. T. JI. 11. Q. 78， a. 4，邦課二四八頁。 47) S. T. II， n夙 Q.61， a. 1，邦謬
一七六頁。 48) S. T. 1I， II， Q. 66， ';: I.~ 邦課四頁。 49) 粛IJ世記 1:26.
Pol~A;Ì~ 4， B~kker 1253 ~ 23. 51) _.s-=_r~~." II~ ~~'.-，9: 66， a・2，Leo. p. 85・
邦詩-0頁。向、経済事論集、11!1嘗ー銃所載、上田博士論文参照。
S. T. IJ. II， Q. 66， a・7，邦謹二九i頁以下。なほ牧野書士校法府祝賀法理論集、
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か
〈
て
正
義
は
、
資
際
に
は
以
上
の
二
つ
の
場
合
が
多
い
の
で
あ
る
。
而
も
雨
者
は
別
々
に
存
在
す
る
と
云
ふ
の
で
左
〈
二
重
の

閥
係
に
・
な
っ
て
ゐ
る
。

一
つ
は
部
分
と
部
分
、
個
人
と
個
人
と
の
関
係
に
於
て
、
他
は
金
贈
と
部
分
、
統
治
者
主
人
民
、
人
間
企
物
費

と
の
閥
係
に
於
て
見
ら
れ
る
が
、

共
に
部
分
を
中
心
に
し
て
現
は
れ
る
も
の
で
あ
る
。

(
註
)
ト
マ
ス
の
正
義
翻
が
ア
リ
Z

ト
テ
レ
ス
に
よ
る
と
こ
ろ
多
き
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
細
部
に
つ
い
て
は
勿
論
蓮
ふ
と
こ
ろ
が
あ
る
。

た
ピ
今
は
そ
の
名
僻
の
結
に
つ
い
て
だ
け
述
べ
る
に
、
宅
つ
先
哲
は
正
義
(
町
内

2
3
1
S
)
を
分
け
て
「
配
分
に
於
て
量
ら
れ
る
そ
れ
」
(
立

?
a
r

泊

リ

川

匂~望。
h
h
h吋
円

2
R
4円
)
と
「
流
油
に
於
て
整
調
す
べ
き
そ
れ
」
(
さ
な
芯

K
2
5』

』
悼
『

E
N
2
?昌
司
令
切
立
な
と
と
の
二
つ
と
し
た
。
そ
れ
か
ら
し
て
彼
の
正

義
は
、
狭
義
に
於
て
、
配
分
的
・
と
整
制
的
と
し
て
多
〈
解
さ
れ
て
ゐ
る
。
勿
論
更
に
交
換
的
を
間
帯
げ
る
も
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
も
前
二
者
を
茶
礎
と
す

る
。
そ
の
「
整
調
的
」
に
つ
い
て
は
極
め
て
問
題
が
多
い
が
、
例
へ
ば
前
掲
ラ
ム
ピ
ヌ
ス
羅
典
課
で
は
」
ロ
互
》

5
2
Z
E
r
g
L
E
i
-
g『
正
問
。
ヨ
色

旦
宮
司

3
M
g
L自己
-rprot!
英
議
(
刀

Z
明
)
で
は
三

]E-
当
主
宰

Z
よ司

T
M
耳
立
回
「
2
3均
一
当
ユ

z
r
E
U
R同一
0
2
]
E
Z
E
E
Z
P
Z
2
5

ま
た

均

守

川

内
諜
(
主
同
町
民
)
で
は
「
も
ろ
ら
ろ
の
相
立
交
械
に
於
て
鞍
L
H
耐
の
役
目
。
炉
一
間
択
す
べ
き
そ
れ
一
と
あ
る
。
宮
た
そ
の
プ
日
臨
棋
に
つ
き
、
一
一
耐
悶
博
士
は
「
民
正
的
」

ゆ

日

刊

(
』
配
分
的
及
び
品
川
刊
山
川
守
山
内
博
士
ぱ
「
何
一
止
的
一
(

L

F

『
問
分
的
)
、
臨
時
凶
と
は
「
謄
判
的
(
止
分
則
的
〉
、
石
川
博
士
は
「
統
正
酌
一
(
と
分
配
的
』
交

換
的
)
等
種
々
の
認
諾
が
あ
る
。
併
し
ト
マ
ス
は
、
ア
リ
λ

ト
テ
レ
ス
の
第
一
の
一
耳
は

γ
「
配
分
的
な
る
も
の
」

3
3
1
E
9
5
)
に
釣
し
て
は
そ
の
ま2

 

込

ベ

-
Z
2
r
z
z
L
ε
受
け
た
が
、
第
二
三
整
制
的
な
る
も
の
」

3
3
ミ
s
zむ
に
つ
い
て
は
寧
ろ
針
句
的
に

2
2丈
島
古
室
内
を
採
っ
て

2
5
Z
E
-
-
M

「
流
通
的
」
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
却
っ
て
先
哲
の
民
意
を
執
へ
る
と
し
た
。

(日)

五
義
の
内
容
。

そ
れ
を
使
用
の
鞘
か
ら
見
れ
ば
、
も
の

L
使
用
も
大
の
使

公
共
か
ら
私
人
〈
の
分
配
も
一
人
か
ら
他
人
へ
の
流
泊
も
同
じ
で
あ
る
。
が
そ
れ
を
荊
動
の
賄
或
は
防
属
性

正
義
は
外
的
友
働
き
に
閥
ず
る
事
柄
で
あ
る
が
、

用
も
仕
事
の
使
用
も
、

の
賄
か
ら
見
れ
ば
、

一
方
は
配
分
で
る
り
他
方
は
流
通
で
あ
る
か
ら
、

そ
れ
に
閥
ず
る
指
導
的
五
義
は
具
る
と
と
L

友
る
。

士
づ

配
分
の
正
義
に
闘
し
て
は
、
ト
マ
ス
は
そ
の
内
本
を
殆
ん
ど
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
よ
り
受
け
て
公
共
的
資
財
を
個
人
に
分
配
す
る
と
と

引

で
あ
る
と
し
加
。
た
哲
に
よ
れ
ば
「
名
誉
と
か
財
貨
と
か
そ
の
他
訟
よ
そ
園
家
の
公
民
の
聞
に
分
た
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
」
で
あ
る
と
。

連
ト

7

Z

の
共
同
蜂
一
思
想

第
四
十
九
巻

第
四
披

九
七

ノ、

ブじ
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理
ト
マ
ス
の
共
同
世
思
想

第
四
十
九
巻
同

六
三

C

第
四
競

ブL
A 

流
通
の
五
義
に
つ
い
て
は
、
と
れ
ま
た
先
習
と
共
忙
比
較
的
詳
し
〈
述
ぺ
る
。
流
通
の
巨
義
を
ば
更
に
先
哲
に
倣
っ
て
、
任
意
的

と

T
C朴
意
柏
町
山
L

に
分
つ
。
ま
づ

1r朴
4
F
的
左
流
通
又
は
交
渉
の
?
正
義
に
つ
い
て
は
、
人
が
も
の
、
身
鶴
、
仕
事
を
彼
の
意
志
に
反
し

て
利
則
す
る
と
き
陪
密
に
又
は
公
然
と
生
や
る
。
も
の
に
つ
い
て
は
例
へ
ば
隠
皆
た
る
続
縦
と
一
公
然
た
る
扮
奪
。
人
の
身
般
に
つ
い

f
」

斗

la

、
ま
ぐン

J守、
柄、

--コ
し、

は
私
泊ゐ

;~t 
る

殺

主手、
づ子、

打
捕
、

千
足
の
切
断
。

公
然
だ
る
傷
害
、

凡
え
「

j

、

P
M
F
V
ゆず

十J2
1書

制
羽
、

] . .-.: 
イ4坊j 

= 

"ヨ、

闘
し
て
は
、
私
か
反
る
俗
説
、
名
訟
一
投
獄
、
公
然
た
る
北
口
跡
、
山
抗
日
々
穴
る
批
刻
。
人
に
闘
し
て
は
、
安
に
山
附
し
て
私
か
な
る
姦
症
、

奴
隷
に
つ
い
て
は
逃
亡
の
誘
拐
等
。
失
に
任
意
的
、
友
正
義
に
つ
い
て
は
、
人
が
任
意
に
自
己
の
も
の
を
他
人
に
引
波
す
揚
合
に
生
示

る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
常
に
義
務
が
存
ナ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
た
ら
友
い
。

と
れ
に
は
三
つ
の
揚
合
が
あ
る
。
第
一
は
普
通

の
由
民
貨
の
場
合
の
如
〈
皐
に
他
人
の
も
の
に
割
ナ
る
針
償
と
し
て
閏
己
の
も
の
を
そ
の
人
に
渡
す
相
割
合
。
第
二
は
自
己
の
も
の
を
引

渡
し
、
そ
れ
に
返
済
の
義
務
を
付
し
て
そ
の
使
用
を
許
し
売
場
合
。

そ
れ
は
更
に
県
賓
を
生
や
る
も
の
に
つ
い
て
、
無
償
で
使
用
を

許
L
h
r一
個
哲
人
口
と
川
市
資
を
生
じ
た
い
も
の
(
例
へ
ば
貨
幣
、
花
瓶
)
に
つ
い
て
は
消
費
貸
借
又
は
使
用
貸
借
。
第
三
に
は
返
怖
を
受
け
る
保

件
を
以
て
、
単
に
保
管
の
た
め
に
自
己
の
も
の
を
引
渡
す
場
合
、
そ
れ
に
は
質
入
や
保
設
も
入
れ
る
。

か
L
る
ト
マ
ス
の
流
通
の
五
義
の
内
容
の
分
類
は
大
牒
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
依
っ
た
と
と
明
か
で
あ
る
が
、

い
を
異
る
と
と
ろ
を

二
、
三
皐
げ
る
と
、
不
任
意
的
流
通
に
つ
い
て
は
、
先
折
口
は
金
剛
闘
を
唯
隠
続
的
と
公
然
た
る
暴
力
的
た
こ
と
L

の
一
一
種
に
大
括
し
た

に
過
ぎ
な
い
が
、

ト
マ
ス
は
前
述
の
如
〈
細
分
し
て
ゐ
る
。
由
帯
げ
た
る
項
目
の
中
告
訴
が
新
し
〈
加
っ
て
ゐ
る
。
ま
た
任
意
的
流
通

に
つ
い
て
は
、

ト
マ
ス
は
桜
め
て
醐
閥
系
的
に
漣
ぺ
て
、
会
慌
を
三
種
に
分
け
て
ゐ
る
。
殊
に
使
用
権
を
誕
波
し
た
揚
合
に
、
そ
れ
が

川
市
賞
を
生
や
る
や
否
ゃ
に
よ
っ
て
匝
別
し
て
ゐ
る
黙
は
注
意
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
利
子
の
問
題
に
つ
い
て
彼
が
特
に
闘
心
を
持
っ
て

五五頁。 61) S. T. II， II， Q. 61， a. 1. (Leo， IX. p.. 34.)邦課一七三頁。
ibid. 63) ibid 邦課一七六頁。
A. O. II， II30 b .30 邦諜二二八頁。
ε IW{;σβ &.，w'~t1， a (Bekker 1I31， a 2); voluntariae， involun1:.ariae CLeo. IX， p 
37 b). 
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ゐ
た
と
と
を
一
不
ず
と
思
ふ
。
ま
た
保
誇
が
新
し
〈
加
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
か
〈
て
流
遁
聞
に
於
て
祉
曾
性
・
経
済
性
を
特
に
重
要
減
し

た
と
い
ふ
ζ

と
は
確
に
彼
の
特
徴
と
た
る
で
あ
ら
う
。

T
M
義
の
買
の
内
容
は
そ
の
中
府
又
は
均
等
性
に
あ
る
。
流
通
の
正
義
に
つ
い
て
ト
マ
ス
は
、
「
諸

、

肉

交
換
に
於
て
は
或
る
も
の
が
或
る
個
人
と
反
到
給
付
せ
ら
る
L
は
給
付
せ
ら
れ
た
る
其
の
人
の
も
の
の
事
自
に
よ
る
」
と
。
そ
し
て

と
れ
は
寅
民
に
於
て
よ
〈
一
不
さ
れ
る
と
一
去
っ
た
。
も
の
と
も
の
と
が
均
等
在
ら
し
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
円
〈
つ
叩
が
乙
の
も

川開、

E
義
の
中
庸
又
は
均
等
性
。

の
に
つ
き
自
分
に
属
す
べ
き
よ
り
多
く
を
取
る
友
ら
ば
、

そ
れ
だ
け
之
宮
本
人
に
返
還
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
均
等
は
超
過
の
同

丁
度
五
が
六
と
四
と
の
中
庸
で
あ
る
や
う
に
」
と
。
と
の
結

五
は
或
び
は
中
で
め
る
。
中
は
何
も

H
E
に
於
て
考
慮
さ
れ
る
と
と
ろ
の
算
術
的
中
山
川
に
従
っ
て
作
ら
れ
る
。

に
つ
い
て
も
亦
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
云
ふ
所
に
帰
ん
ど
依
っ
た
の
で
あ
る
。
た
習
に
よ
れ
ば
、

の
か
と
何
も
の
か
と
の
(
叫
叫
多
凡
は
川
一
地
YF

町
、
巾
a
L
二
以
ふ
意
味
で
あ
る
。

1ft:: 

h 

算:、巧'[
術、 1m
S'j" 11 
上と、 方そ
.jf~ ，け
l亡例}之J

!王寺 JLj 
ず fiF
る-r:.

もあ
(D IJ 

と;111
L f，，1 
宍て tl 

方を

あ
る
。

、

か
〈
て
医
は
均
等
で
た
け
れ
ば
な
ら
た
い
。

と

~" 

そ
し
て
流
通
の
五
譲
に
於
て
は

は
全
く
そ
の
事
柄
自
身
に
倒
ず
る
と
と
で
あ
っ
て
、
人
に
か
L
は
ら
な
い
。
先
哲
は
一
戸
ふ
「
よ
き
人
が
悪
し
き
人
か
ら
詐
取
し
て
も
、

思
し
き
人
が
よ
き
人
か
ら
詐
取
し
て
も
、
ま
た
姦
姪
を
良
き
人
が
犯
し
て
も
悲
し
き
人
が
犯
し
て
も
異
る
と
こ
ろ
が
・
及
川
」
と
。
ア

リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
か
お
る
流
通
の
正
義
に
つ
い
て
・
「
無
傑
件
的
友
る
報
償
L

以
外
に
一
ー
比
例
的
報
償
」
を
認
め
更
に
そ
れ
ら
が
均
等
化

さ
れ
る
と
と
を
述
べ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て
彼
の
配
分
の
五
義
の
揚
合
を
も
含
ん
だ
様
に
見
え
る
た
め
に
、
従
来
多
〈
の

疑
問
が
起
っ
た
の
で
あ
る
。
併
じ
ト
7

ス
は
光
背
の
か
L

る
成
義
の
や
L
混
乱
し
た
る
揚
合
に
拘
泥
す
る
こ
と
泣
く
極
め
て
明
解
友

説
辿
を
な
し
て
、
匡
正
的
正
義
と
云
は
や
寧
ろ
流
通
的
正
義
と
云
ひ
、

そ
の
内
容
も
全
く
狭
義
の
算
術
的
比
例
に
某
〈
も
の
と
し

理
ト
マ
ス
の
共
同
控
思
想

第
四
十
九
巻

第
四
掠

/、

九
九
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連
ト
マ
ス
の
共
同
控
思
想

第
四
十
九
巻

第
四
挽

O 
O 

プて

?と1ft 
つ配、
て分、
守の
らiE
れ義
るiO)の
」百中

府

つ
L、

は

「
中
尉
は
も
の
と
も
の
と
の
均
等
に
従
っ
て
守
ら
れ
や
、
寧
ろ
諸
物
の
人
間
に
劃
す
る
割
合
に

例
へ
ば
成
る
も
の
が
或
人
に
奥
へ
ら
れ
る
の
は
、

人
止
艦
に
嵐
寸
る
も
の
が
営
然
に
部
分
に
師
し
た
の
で
あ
る

と
す
る
。

そ
れ
は
部
分
そ
の
も
の
が
公
開
に
針
し
て
比
較
的
大
た
る
重
要
性
乞
品
つ
将

そ
れ
た
け
大
で
あ
る
。
或
る
人
が
枇
舎
に

、

、

、

、

如
し
に

K
H
v
大
な
る
戸
市
明
性
佐
川
町
叩
つ
叩
相
公
共
的
資
財
の
よ
り
多
く
が
は
ハ
の
人
に

m一
へ
ら
れ
る
。

喧

一

7

者
匹
、
主
立
、

:，
L
i
;
!
f
l
 
徳
操
の
場
合
と
小
田

交
の
揚
ん
口
と
白
山
の
場
合
と
枇
命
事
情
に
よ
っ
て
異
る
も
の
と
し
た
。

は
均
等
が
数
量
的
で
は
友
〈
、

従
勺
て
か

L

る
陀
分
の
一
止
義
に
つ
い
て
は

比
例
的
に
考
ぽ
さ
れ
る
所
の
幾
何
閣
情
的
比
例
に
従
っ
て
存
す
る
一

一t

こ
の
如
宮
中
防

と
党
哲
の
一
五
ふ
如
く
で
る
る
。

っ
て
ト
マ
ス
は
「
い
ま
寄
人
が
六
の
四
に
劃
す
る
は
狛
三
の
二
に
劃
す
る
が
如
し
と
一
五
ふ
場
合
に
於
て
超
過
の
均
等
は
数
量
的
で
は

な
い
。
何
故
な
ら
ば
六
は
四
を
趨
過
す
る
こ
と
こ
で
あ
る
け
れ
ど
も
三
の
こ
を
越
え
る
こ
と
一
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
L

と。

か
く
て
ト
マ
ス
は
流
活
の
正
義
と
配
一
分
の
匹
義
一
と
の
夫
々
の
中
川
の
意
義
を
明
確
に
町
別
し
て
ゐ
る
。

一
応
の
中
山
は
坦
性
に
よ

っ
て
守
ら
れ
る
が
、
も
の
に
は
従
は
た
い
o
正
義
の
場
合
の
巾
府
は
も
の
の
中
山
で
る
る
c

従
ハ
ノ
て
物
の
呉
る
に
従
っ
て
中
庸
は
異
る

方
法
に
よ
っ
て
守
ら
れ
る
。

主
義
は
一
般
的
に
は
均
等
で
あ
る
が
放
に
、

前
者
は
幾
何
的
比
例
に
、

そ
の
限
り
は
配
分
の
正
義
は
消
辿
の
正
義
ム
ニ
致
す
る
。

後
者
は
算
術
的
比
例
に
よ
っ
て
均
等
が
見
出
さ
れ
る
」

9

四
同
意
さ
れ
る
が
、

ま
た
一
配
分
の
正
義
は
人
柄
そ
れ
白
身
に
つ
い
て

流
通
の
.
正
義
は
も
、
の
が
そ
の
人
柄
に
よ
っ
て
務
化
を
蒙
る
限
り
に
於
い
て
の
み
日
同
意
さ
れ
る
の
で
あ

h
」。

更
に

ま
た
よ
り
簡
間
平
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
言
葉
を
引
い
て

も
、
流
通
の
正
義
に
於
て
は
算
術
的
比
例
に
よ
芯
一
と
。

「
配
分
の
正
義
に
於
て
中
山
山
は
凝
何
事
的
比
例
に
従
ひ
守
ら
れ
る
け
れ
ど よ

geometricam， a'rithmeticam' ~ß課ーへ
75) .ihid 一七九頁e
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以
上
に
よ
っ
て
ト
マ
ス
の
共
同
開
思
想
の
作
用
の
第
一
と
し
て
の
正
義
に
つ
い
て
概
述

L
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
主
っ
て
彼
の
忠

怨
が
金
剛
聞
と
し
て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
影
響
を
多
分
に
受
け
て
ゐ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
併
し
彼
の
特
色
は
友
ほ
そ
の
問
に
見
え

る
。
そ
の
原
因
は
第
一
に
は
彼
の
ヘ
ブ
ラ
イ
ズ
ム
で
る
り
、
第
二
に
は
彼
の
時
代
の
影
山
明
円
で
あ
る
。

こ
の
一
期
に
つ
い
て
は
先
き
に
示

し
た
彼
の
共
同
憾
の
態
校
に
於
て
先
づ
入
閣
か
ら
初
め
た
と
と
、
最
後
に
毅
合
を
事
げ
た
と
と
、
而
も
そ
の
耐
者
は
却
っ
て
密
接
た

闘
係
に
あ
る
こ
と
は
、
聖
パ
ウ
ロ
の
言
葉
の
引
限
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
ら
う
。

正
義
に
つ
い
て
も
ト
マ
ス
は
明
か
に
特
色
を
示
し
て

ゐ
る
が
、

そ
れ
は
時
代
の
影
響
と
彼
の
論
別
的
及
方
法
と
に
よ
る
と
と
ろ
が
多
い
。

そ
れ
は
全
世
と
し
て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
比
し

、
、
、
、
‘

て
よ
り
陛
舟
内

P

に
あ
る
と
氏
ふ
こ
と
が
到
来
ょ
う
。

i
i
t
-
i
i
l
L
;

ー

;
!
J
i

任
れ
は
色
々
恐
場
合
に
於
て
見
ら
れ
る
が
、

ま
づ
正
義
を
狭
〈
限
っ
て
法
律
的

正
義
を
除
外
し
た
こ
と
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
倣
っ
た
と
も
見
ら
れ
る
が
、

そ
の
狭
誌
の
配
1

世
の
中
の
叙
述
に
於
て
さ
へ
、
所
司
法

的
な
る
も
の
を
出
来
る
だ
付
除
外
す
る
か
後
に
廻
し
て
、
ま
づ
経
消
的
統
遁
や
交
捗
の
順
首
友
る
揚
合
か
ら
摩
げ
て
ゐ
る
。

ま
た
ト

マ
ス
は
正
義
を
分
っ
て
、
配
分
の
正
義
と
流
通
の
疋
義
と
に
し
た
が
、

そ
の
後
者
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
区
一
止
的
又
は
務
調
的
圧
義

に
相
癒
す
る
も
の
で
あ
る
に
も
不
拘
、
而
も
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
由
民
意
を
酌
ん
で
、
敢
て
経
済
的
意
味
の
「
流
通
的
」
を
用
ひ
た
と
と

は
、
少
か
ら
十
彼
の
態
度
を
明
瞭
に
し
た
も
の
と
一
古
へ
ょ
う
。
更
に
正
義
の
内
容
に
つ
い
て
、
流
通
の
場
合
に
果
責
を
生
歩
る
と
き

と
生
じ
泣
い
と
き
と
に
分
け
て
ゐ
る
こ
と
、
或
は
保
設
の
制
度
を
入
れ
て
ゐ
る
と
と
た
ど
は
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
場
合
よ
り
は
逢

か
に
営
時
の
経
済
界
に
直
接
に
近
付
い
て
ゐ
た
こ
と
を
一
不
す
。
或
は
営
時
の
時
代
そ
の
も
の
が
此
の
如
ぐ
経
楠
的
に
恋
っ
て
ゐ
た
と

も
云
ふ
こ
と
が
出
来
よ
う
。
ま
も
ん

E
義
の
中
庸
に
つ
い
て
述
べ
る
場
合
、

と
L

に
云
ふ

F.
義
は
も
の
に
闘
す
る
こ
と
で
あ
る
と
主
張

車
ト
7

ス
の
共
同
蜂
思
想

第
四
十
九
巻

ムノ、

第
四
銃

O 



聖
ト

7

Z

の
共
同
控
思
想

第
四
十
九
巻

六
三
回

第
四
競

O 

し
、
流
通
の
疋
義
の
揚
合
に
特
に
と
れ
を
強
調
し
て
ゐ
る
と
と
た
ど
で
あ
ら
う
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
匡
正
の
主
義
の
内
容
に
、
配

分
の
正
義
を
加
味
し
た
と
と
ん
の
成
義
の
所
制
流
泊
の
正
義
え
は
交
恨
の
医
4

誌
が
あ
る
や
不
自
ゃ
に
つ
い
て
は
種
々
議
論
の
あ
る
と
三

ハ
で
あ
る
が
、

ル
〈
と
札
l

y
ス
小
川
断
川
刊
に
川
町
て

uh州
此
て
川
m
k
d払
め
で
あ
り
て

H
4
口
町
一
一
り
に
分
け
ら
れ
る
ら
み
・
配
分

と
流
通
と
。
而
も
前
者
は
幾
何
率
的
比
例
に
よ
っ
て
全
般
か
丸
一
部
分
に
到
す
る
揚
合
、
後
者
は
算
術
的
比
例
に
上
つ
℃
部
分
と
部
分

と
の
相
庄
の
山
間
係
に
於
と
あ
る
場
合
と
に
し
た
。

ト
7

ス
の
煩
漣
は
一
首
し
℃
州
側
め
七
系
統
的
で
あ
り
且
つ
簡
明
で
あ
る
。
放
に
克

分
に
怠
を
表
し
て
ゐ
る
と
は
一
五
へ
友
い
か
も
知
れ
泣
い
し
、
ま
た
自
己
流
の
解
糊
な
し
と
し
伝
い
。
併
し
彼
の
確
信
あ
る
態
度
は
、

決
し
て
自
己
流
な
の
で
は
友
く
し
て
、

ヘ
ブ
ラ
イ
ズ
ム
を
根
幹
と
し
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
を
以
て
方
法
と
し
た
桜
め
て
客
観
的
た
態
度
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
に
よ
っ
て
、
大
韓
ト
マ
ス
の
共
同
棋
の
構
成
又
は
態
様
に
つ
い
て
述
べ
、
吹
い
で
そ
の
作
川
を
た
す
と
こ
ろ
の
義
と
愛
と
の
一

中
、
そ
の
前
者
止
な
る
義
の
而
も
第
一
に
位
す
る

E
義
に
つ
い
て
少
し
〈
述
べ
た
の
で
あ
る
。
彼
の
方
法
は
常
に
、
前
友
る
は
直
接
的

-
具
健
的
・
特
殊
的
危
も
の
で
あ
り
、
後
た
る
は
よ
り
高
次
の
普
建
的
・
上
位
的

E
つ
根
祇
的
た
も
の
で
あ
る
。
故
に
「
法
」
は
「

E
義
」

よ
り
も
よ
り
高
〈
且
つ
一
般
的
で
あ
り
、
「
愛
」
は
「
義
己
よ
り
も
尚
く
且
つ
一
般
的
で
あ
る
。
よ
っ
て
突
に
法
と
愛
、
殊
に
愛
に
つ
い

て
は
仁
愛
l
t
恩
患
と
に
分
っ
て
漣
ぺ
、

共
同
開
の
真
の
作
用
に
つ
い
て
一
居
明
か
に
し
た
い
と
息
ふ
0

(

一
四
・
七
・
一
五
)




